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≪第 1回団体交渉での経営側の現状認識と基本的スタンス≫ 
〇基準内賃金は足元の状況を踏まえつつ、中長期的な動向も勘案して慎重な判断が必

要である。  

〇定期昇給やベースアップは、環境の変化に対応するための生産性向上に対する社員

の貢献への成果配分の観点を基本として、その時々の状況を加味し、毎年の経営状

況を踏まえ総合的に判断していく。  

〇引き続き厳しい経営状況であることはあらためて認識すべきである。総額人件費に

与える影響なども踏まえて総合的に勘案し慎重に判断していく。 

 

黒字化に誰がしたのか？総額人件費は減っていないか？変革２０２７以降の施策で

苦労して生産性を向上している現場社員に賃上げで労う気はないのか？物価上昇で

厳しい生活を強いられている社員に対し慎重な判断より賃上げで応えるべきでは？ 
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